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介護が必要になった場合の介護を依頼したい人】【

全国の５５歳以上の男女を対象とした内閣府の調査（平成29年）で介護を頼みた

い人について聞いたところ、男性の場合は「配偶者」が５６.９％、女性の場合は

「ヘルパーなど介護サービスの人」が３９.５％と最も多くなっています。

介護が必要になった場合の介護費用については 「年金等の収入でまかなう」が、

６３.７％ 「貯蓄でまかなう」が２０.５％ 「収入や貯蓄ではまかなえないが、、 、

資産を売却するなどして自分でまかなう」が４.０％ 「子などの家族・親戚から、

の経済的な援助を受けることになると思う」が３.２％ 「特に考えていない」が、

８.１％となっています。また、男女別に比較してみると 「年金等の収入でまか、

なう」の回答は、どの年齢層でも女性より男性の方が高くなっています。

資料：内閣府「高齢社会白書 （令和３年版)」


